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【目的】Fusarium属菌は，植物の病原体や土壌微生物
として本邦に広く分布する真菌である。また，毒性の
強いマイコトキシンを産生する菌として知られ，過去
に本邦で急性食中毒の原因となった事例もあることか
ら，食品衛生学上重要な真菌である。本邦においては，
これまで Fusarium graminearumや Fusarium oxysporum

については，農作物や圃場における地域別分布状況
が調査されているが，ある特定の作物を対象として
Fusarium属菌分布の全体像は調査されていない。ま
た，近年のフザリウムトキシン汚染調査では，国産の
小豆や大豆において，ゼアラレノン，T-2トキシン，
HT-2トキシンの高濃度・高頻度の汚染が確認されて
いる。そこで本研究では，国産品を中心とする小豆お
よび大豆について，Fusarium属菌の検出を試み，国
内における Fusarium属菌の分布状況を検討したので，
これを報告する。

【方法】国産小豆 12検体および大豆 8検体を，比較
対象として外国産小豆 3検体を供試した。小豆およ
び大豆の全粒を 70％エタノール中で 30秒間振とう
後，ただちに蒸留水で洗浄した。これを DRBCおよ
びDG-18寒天平板培地それぞれ 10枚に 5粒ずつ置き，
25℃で 7日間培養した。その後，目視で Fusarium属
菌の特徴を示すコロニーを釣菌し，PDA平板培地に
単離した。25℃で 7日間培養後，コロニーをカーネー
ションリーフ寒天（CLA）培地に接種して 25℃で 2

週間培養した。PDAおよび CLA培地で形成されたコ
ロニーの形態観察を行った。さらに，bチューブリン
遺伝子の塩基配列を決定し，NCBIの BLASTサーチ

によって既知の配列との相同率を算出した。これらを
指標にした分離株の同定を行った。

【結果】：Fusarium属菌の陽性検体数は，国産小豆では
8検体（88.9％），国産大豆では 4検体（57.1％），外
国産小豆では 0検体（0.0％）となり，外国産小豆か
らは Fusarium属菌の検出は無かった。国産小豆の陽
性検体率は，国産大豆および外国産小豆と比較して有
意に高かった（p＜0.05）。小豆・大豆 100粒あたりの
Fusarium属菌の陽性粒率が最も高かった検体は，国産
小豆では北海道産で 9.0％，国産大豆では茨城県産で
20.0％であった。各地域の小豆からは，北海道産では
主に FIESCおよび F. oxysporumが検出され，熊本県
産では F. proliferatumおよび FIESCが検出された。各
地域の大豆からは，茨城県産では高率で FIESCが検
出され，熊本県産では F. oxysporumのみ検出された。

【考察】：大豆，小豆とも産地によって検出菌種の偏り
がみられ，Fusarium属菌の地理的分布が異なる可能性
が示唆された。また，検出菌種にはトリコテセン系マ
イコトキシン等の産生菌が含まれた。そのため，今後，
分離株のマイコトキシン産生性を明らかにし，さらに
日本各地の小豆・大豆検体において同様の検査を進め
る必要があると考えられた。
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